
海
王
丸
無
事
竣
工

昨
年

月
よ
り
約
４
ヶ
月
に
及
ぶ
ド
ッ
ク
工

11

事
が
無
事
終
了
し
、
３
月
２
日
海
王
丸
パ
ー
ク

に
戻
り
ま
し
た
。
マ
ス
ト
・
ヤ
ー
ド
等
の
塗
装

や
、
一
般
公
開
に
向
け
て
の
清
掃
・
整
備
が
行

わ
れ
た
後
、
３
月

日
に
は
一
般
公
開
を
再
開

21

し
ま
し
た
。

当
日
心
配
さ
れ
た
天
気
は
優
し
く
そ
し
て
暖

か
く
味
方
し
、
多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

歓
迎
の
餅
つ
き
大
会
も
、
用
意
し
た
餅
や
豚
汁

が
一
気
に
な
く
な
る
ほ
ど
の
大
盛
況
で
し
た
。

本
当
に
さ
い
先
の
良
い
ス
タ
ー
ト
を
き
る
こ
と

が
で
き
、
今
年
は
例
年
以
上
に
良
い
年
に
な
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

海
王
丸
の
帰
り
を
待
っ
て
い
た
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
装
い
を
新
た
に
し
た
船
に
お
越
し

に
な
る
皆
様
の
こ
と
を
、
海
王
丸
も
マ
ス
ト
を

高
く
し
て
（
首
を
長
く
し
て
？
）
待
っ
て
い
ま

す
。

ウ
エ
ル
デ
ッ
キ
の
甲
羅
干
し

『
フ
ェ
リ
ー

処
女
航
海
』

玉
井

文
次

59

新
造
船
の
フ
ェ
リ
ー
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ

つ

く
ば
」
の
処
女
航
海
ク
ル
ー
ズ
を
知
り
、
一
番

船
に
乗
り
た
い
と
い
う
想
い
が
募
り
、
申
し
込

み
ま
し
た
。

１
月

日
富
山
発
、

日
は
東
京
周
辺
で
時

28

29

間
を
過
ご
し
、
東
京
駅
前
に
て
夕
方
バ
ス
に
乗

り
、
常
磐
自
動
車
道
を
経
由
、
大
洗
港
フ
ェ
リ

ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
到
着
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
て
休

憩
待
機
。

乗
船
前
に
、
初
就
航
挨
拶
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

等
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
船
内
へ
。
我
々
は
２

等
寝
台
、
６
人
部
屋
下
段
の
ボ
ン
ク
で
案
外
広

く
、
１
列
づ
つ
に
区
切
ら
れ
て
い
る
。
船
内
見

学
を
し
て
お
こ
う
と
廻
っ
た
が
、
以
前
の
フ
ェ

リ
ー
と
違
い
、
車
を
運
ぶ
の
が
主
目
的
と
な
っ

た
た
め
、
客
室
と
か
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
は

１
階
の
み
で
、
乗
客
定
員
も
三
百
四
十
二
名
と

少
な
く
、
あ
ま
り
見
る
よ
う
な
所
も
な
く
、
売

店
も
な
く
、
自
動
販
売
機
と
ゲ
ー
ム
機
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
船
な
の
で
浴
室
は
大
き

な
も
の
が
つ
い
て
い
ま
す
。

船
内
で
は
出
港
前
に
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
船
長

の
挨
拶
が
あ
り
、
鏡
割
り
を
や
っ
て
就
航
を
祝

っ
た
。

特
に
何
も
す
る
こ
と
も
な
く
、
入
浴
し
て
就

寝
。

時

分
、
静
か
に
出
港
し
た
。

23

59

次
の
日
７
時
に
起
床
。
８
時
バ
イ
キ
ン
グ
形

式
の
朝
食
を
取
る
。
日
本
で
最
も
東
に
位
置
す

る
ト
ド
ヶ
埼
灯
台
沖
を
通
過
。
岩
手
の
北
山
崎

近
く
の
二
百
メ
ー
ト
ル
の
断
崖
か
ら
落
下
す
る

滝
が
氷
結
し
て
い
る
の
が
印
象
に
残
っ
た
。

海
は
穏
や
か
で
、
午
後
か
ら
は
ブ
リ
ッ
ジ
見

学
。
広
々
と
し
た
ブ
リ
ッ
ジ
で
、
最
新
の
計
器

類
が
設
置
さ
れ
、
自
動
操
舵
運
航
さ
れ
て
お
り
、

速
度
は
約

ノ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。

21

時
に
苫
小
牧
港
に
着
岸
。
北
海
道
ら
し
く

20
雪
が
降
り
、
吹
雪
い
て
い
た
が
積
雪
は
少
な
く
、

バ
ス
で
白
老
町
へ
向
か
っ
た
。
約

分
で
ホ
テ

50

ル
に
到
着
し
、
温
泉
入
浴
。
急
い
で
、
ま
た
苫

小
牧
港
へ
引
き
返
し
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
乗
船
手

続
き
後
、
食
料
を
仕
込
ん
で
乗
船
。
就
寝
の
支

度
を
し
て
出
港
を
見
学
後
ボ
ン
ク
に
入
る
。

帰
り
は
大
洗
港
ま
で
終
日
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
。

午
前
は
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
見
学
が
行
わ
れ
た
。

ル
ー
ム
内
は
外
気
を
取
り
入
れ
て
い
る
の
で
涼

し
い
く
ら
い
で
、
一
万
七
千
八
百
馬
力
が
２
基

で
、
可
変
ピ
ッ
チ
プ
ロ
ペ
ラ
が
装
備
さ
れ
、
運

転
は
ブ
リ
ッ
ジ
で
行
っ
て
い
る
。
機
関
部
は
２

名
で
勤
務
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

金
華
山
沖
を
通
過
時
、
灯
台
よ
り
霧
笛
で
初

就
航
を
祝
福
さ
れ
、
船
か
ら
は
汽
笛
で
お
返
し

を
し
て
通
過
し
た
。

午
後
は
、
パ
ー
サ
ー
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
お
話

を
お
聞
き
し
た
。
帰
り
は
波
高
も
高
く
、
少
し

船
も
揺
れ
を
感
じ
た
。

時
、
定
刻
ど
お
り
大
洗
港
に
帰
港
。
下
船

19
し
た
。
や
は
り
走
っ
て
い
る
船
に
乗
っ
て
い
る

の
は
楽
し
く
、
各
地
の
人
や
知
り
合
い
に
会
え

て
良
か
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
折
が
あ
れ
ば
手
軽
な
船
旅
を
楽

し
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

『
Ｑ
Ｅ
２
に
乗
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
』
①

二
等
航
海
士

小
武
海

紀
人

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、

こ
の
た
び
１
月
４
日
に
結
婚
い
た
し
ま
し
た
。

少
々
の
ろ
け
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、

妻
は
旧
姓
を
永
井
巳
都
子
と
申
し
ま
し
て
、
平

成
５
年
の
東
京
～
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
航
海

時
に
新
海
王
丸
船
上
で
知
り
合
い
ま
し
た
。
つ

ま
り
私
が
実
習
生
の
時
、
研
修
生
と
し
て
乗
り

込
ん
で
い
た
わ
け
で
す
。
ち
な
み
に
妻
は
こ
の

航
海
以
前
に
新
海
王
丸
の
国
内
航
海
に
も
乗
船

し
て
お
り
、
そ
の
時
の
写
真
に
は
メ
イ
ン
マ
ス

ト
の
近
藤
さ
ん
ご
夫
妻
が
写
っ
て
ら
れ
ま
す
。

つ
く
づ
く
縁
と
い
う
も
の
は
、
お
も
し
ろ
い
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
さ
て
、
そ
の
時
の
新
海
王

丸
に
は
阪
本
義
治
次
席
三
等
航
海
士
、
大
西
将

平
甲
板
長
、
水
落
昌
直
操
機
次
長
、
池
田
順
二

甲
板
員
、
松
原
真
一
甲
板
員
、
大
西
修
司
甲
板

員
と
、
皆
様
お
馴
染
み
の
方
々
が
乗
船
し
て
お

り
、
こ
と
新
海
王
丸
船
上
に
お
け
る
妻
に
か
か

わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
私
以
上
に
存
じ
て
い
る

方
が
私
の
周
り
に
沢
山
い
る
と
い
う
素
晴
ら
し

い
？
状
況
に
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
前
置
き
が
大
変
長
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
私
達
は
新
婚
旅
行
で
Ｑ
Ｅ
２
こ
と

ク
ィ
ー
ン
エ
リ
ザ
ベ
ス
２
世
号
に
乗
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
以
後
は
Ｑ
Ｅ
２
乗
船
記
と
い
う
こ

と
で
、
こ
の
船
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
の
ろ
け
話
に
な
っ
た
ら
ご
め
ん
な
さ
い
）

ラ
メ
ー
ル
を
購
読
さ
れ
て
い
る
方
に
は
お
馴
染

み
で
す
が
、
Ｑ
Ｅ
２
は
英
国
キ
ュ
ナ
ー
ド
・
ラ

イ
ン
に
よ
り
運
航
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
キ

ュ
ナ
ー
ド
・
ラ
イ
ン
と
い
う
会
社
は
、
千
八
百

三
十
九
年
（
ち
な
み
に
明
治
元
年
は
千
八
百
六

十
七
年
）
に
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
出
身
の
実
業
家

サ
ミ
エ
ル
・
キ
ュ
ナ
ー
ド
に
よ
り
設
立
さ
れ
、

当
初
は
英
国
サ
ザ
ン
プ
ト
ン
と
米
国
ボ
ス
ト
ン

と
を
結
ぶ
大
西
洋
定
期
郵
便
船
を
運
航
し
て
お

り
ま
し
た
。
当
時
の
大
西
洋
定
期
便
に
使
用
さ

れ
て
い
る
船
舶
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
帆
船
で

あ
り
、
輸
送
に
か
か
る
時
間
は
ど
う
し
て
も
不

正
確
に
な
り
が
ち
で
し
た
が
、
キ
ュ
ナ
ー
ド
は

最
初
か
ら
蒸
気
外
輪
船
を
採
用
し
、
時
間
の
正

確
さ
を
売
り
物
に
し
て
業
績
を
伸
ば
し
て
い
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
船
に
乗
る
と
い
う
こ
と
が

単
な
る
移
動
の
手
段
で
は
な
く
、
上
流
階
級
の

人
々
に
と
っ
て
社
交
界
の
会
場
と
し
て
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
千
九
百
年
頃
か
ら
は
大
型

豪
華
客
船
と
呼
ば
れ
る
船
が
登
場
し
て
き
ま
し

た
。
有
名
な
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
事
件
も
こ
の
頃

の
話
で
す
。
キ
ュ
ナ
ー
ド
・
ラ
イ
ン
で
は
モ
ー

レ
タ
ニ
ア
号
（
総
ト
ン
数
三
万
二
千
ト
ン
、
全

長
二
百
六
十
メ
ー
ト
ル
）
と
い
う
豪
華
客
船
を

運
航
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
船
は
千
九
百
九

年
に
世
界
最
速
の
客
船
に
与
え
ら
れ
る
“
ブ
ル

ー
リ
ボ
ン
”
賞
を
獲
得
し
て
い
る
名
船
で
す
。

同
船
は
第
一
次
大
戦
中
、
独
海
軍
の
Ｕ
ボ
ー
ト

の
攻
撃
で
半
壊
す
る
も
の
の
戦
後
再
び
客
船
と

し
て
蘇
り
、
千
九
百
三
十
一
年
ま
で
活
躍
し
ま

し
た
。
な
お
キ
ュ
ナ
ー
ド
は
前
述
し
た
事
情
に

よ
り
英
国
王
室
と
強
い
結
び
つ
き
が
あ
る
た
め
、

女
王
陛
下
よ
り
サ
ー
の
称
号
を
与
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
後
に
ク
ィ
ー
ン
と

い
う
名
称
の
船
を
運
航
す
る
こ
と
と
な
る
訳
で

す
。
ま
た
同
様
の
理
由
に
よ
り
キ
ュ
ナ
ー
ド
・

ラ
イ
ン
の
船
舶
は
す
べ
て
海
軍
登
録
さ
れ
て
お

り
、
英
国
の
非
常
事
態
に
は
ロ
イ
ヤ
ル
ネ
イ
ビ

ー
（
英
国
海
軍
）
の
一
員
と
し
て
運
航
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
最
近
で
は
千
九
百

八
十
四
年
の
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争
の
際
、
Ｑ

Ｅ
２
が
活
躍
し
た
こ
と
を
記
憶
さ
れ
て
い
る
方

も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
余
談
で
す
が
Ｑ
Ｅ
２

の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
和
訳
す
る
と
船
長
で
は
な
く

艦
長
に
な
り
ま
す
。

さ
て
Ｑ
Ｅ
２
で
す
が
、
正
式
に
Ⅱ
で
は
な
く

２
な
の
だ
そ
う
で
す
。
２
が
あ
れ
ば
当
然
１
が

あ
る
訳
で
、
初
代
ク
ィ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
（
総

ト
ン
数
八
万
四
千
ト
ン
、
全
長
三
百
四
十
メ
ー

ト
ル
）
は
千
九
百
四
十
年
に
ク
ィ
ー
ン
・
メ
リ

ー
の
姉
妹
船
と
し
て
就
航
し
ま
し
た
。
つ
ま
り

ク
ィ
ー
ン
・
メ
リ
ー
を
日
本
丸
と
す
れ
ば
、
ク

ィ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
海
王
丸
に
相
当
し
ま

す
。
両
船
共
に
、
文
字
通
り
客
船
会
の
女
王
と

し
て
大
活
躍
し
ま
し
た
。
ク
ィ
ー
ン
・
メ
リ
ー

は
千
九
百
六
十
七
年
に
現
役
を
引
退
し
、
現
在

は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
郊
外
の
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
港
に

フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
ホ
テ
ル
兼
博
物
館
と
し
て
係

留
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
ク
ィ
ー
ン
・
エ

リ
ザ
ベ
ス
は
千
九
百
七
十
二
年
香
港
に
て
停
泊

中
に
火
災
を
生
じ
、
解
体
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

Ｑ
Ｅ
２
は
千
九
百
六
十
八
年
に
就
航
し
ま
し

た
。
総
ト
ン
数
六
万
九
千
ト
ン
、
全
長
二
百
九

十
三
メ
ー
ト
ル
、
全
幅
三
十
二
メ
ー
ト
ル
、
全

高
六
十
二
メ
ー
ト
ル
、
喫
水
九
メ
ー
ト
ル
、
乗

客
数
千
九
百
名
、
乗
組
員
千
十
五
名
と
い
う
の

が
主
な
ス
ペ
ッ
ク
で
す
。
な
ぜ
こ
の
大
き
さ
に

な
っ
た
か
と
言
う
と
、
パ
ナ
マ
ッ
ク
ス
と
言
っ

て
、
こ
の
大
き
さ
が
パ
ナ
マ
運
河
を
航
行
で
き

る
最
大
の
大
き
さ
だ
か
ら
で
す
。
近
年
十
万
ト

ン
級
の
客
船
グ
ラ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
が
就

航
し
て
ま
す
が
、
長
さ
は
む
し
ろ
Ｑ
Ｅ
２
の
ほ

う
が
長
い
く
ら
い
で
、
そ
の
分
高
さ
を
増
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
余
談
で
す
が
日
本
で
は
、
最

近
各
地
に
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
が
で
き
て
、
船
の
高

さ
を
制
限
す
る
港
が
多
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
う
ち
に
世
界
の
有
名
な
客
船
は
日
本

の
港
に
入
れ
な
く
な
る
の
で
は
…
と
心
配
し
て

い
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
私
達
は
今
回
某
旅
行
会
社
の
ツ
ア
ー

で
Ｑ
Ｅ
２
に
乗
船
し
ま
し
た
。
私
自
身
は
決
し

て
旅
行
会
社
の
回
し
者
で
は
な
い
の
で
宣
伝
を

ＫＡＩＷＯ ＭＡＲＵ

舵輪



す
る
つ
も
り
は
毛
頭
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
と
Ｑ

Ｅ
２
に
乗
船
と
い
う
点
で
言
え
ば
、
他
の
手
段

と
比
較
し
て
最
も
安
く
、
ま
た
特
別
の
計
ら
い

…
例
え
ば
キ
ャ
プ
テ
ン
と
直
接
お
話
を
す
る
機

会
を
頂
い
た
…
を
考
慮
す
る
と
、
最
良
の
手
段

で
乗
船
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
一
つ
に
は
、
こ
の
会
社
が
Ｑ
Ｅ
２
と
係

わ
っ
て
十
六
年
に
な
る
こ
と
も
関
係
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
今
回
の
旅
行
の
日
程

を
ザ
ッ
と
紹
介
し
ま
す
。

１
月
５
日
（
月
）

時

成
田
発

11

５
日
（
月
）
９
時

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
着

（
時
差
の
た
め
）

市
内
観
光
、
ホ
テ
ル
に
宿
泊

６
日
（
火
）

時

Ｑ
Ｅ
２
乗
船

13
時

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発

18

７
日
（
水
）
終
日
航
海

８
日
（
木
）
９
時

マ
イ
ア
ミ
着

上
陸時

マ
イ
ア
ミ
発

17

９
日
（
金
）
終
日
航
海

日
（
土
）
９
時

コ
ズ
メ
ル
着

10

（
メ
キ
シ
コ
）

上
陸時

コ
ズ
メ
ル
発

17

日
（
日
）
終
日
航
海

11
日
（
月
）
９
時

カ
ル
タ
ヘ
ナ
着

12

（
コ
ロ
ン
ビ
ア
）

上
陸時

カ
ル
タ
ヘ
ナ
発

17

日
（
火
）
パ
ナ
マ
運
河
通
航

13

（
８
時
～

時
）

18

日
（
水
）
終
日
航
海

14
日
（
木
）
終
日
航
海

15
日
（
金
）
９
時

ア
カ
プ
ル
コ
着

16

（
メ
キ
シ
コ
）

上
陸時

ア
カ
プ
ル
コ
発

17

日
（
土
）
終
日
航
海

17
日
（
日
）
終
日
航
海

18
日
（
月
）
９
時

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
着

19

下
船時

分
発
の
飛
行
機
に
搭

11

45

乗

日
（
火
）

時

成
田
着

20

16

右
の
と
お
り
、
全
行
程
で
十
六
日
間
、
船
に

は
十
三
泊
い
た
し
ま
し
た
。（
次
号
に
続
く
）

チ
ョ
ッ
サ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
練
習
会
に
つ
い
て

４
月

日

(

日)

、
い
よ
い
よ
第
１
回
の
展
帆

26

が
始
ま
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
先
立
ち
恒
例
の
練

習
会
を
左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
基
本
動

作
を
確
認
し
、
安
全
に
作
業
を
進
め
る
た
め
、

体
慣
ら
し
の
練
習
会
に
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

２
回
実
施
し
ま
す
が
、
ど
ち
ら
か
都
合
の
良

い
方
で
結
構
で
す
。

記

◆
日
時

１
回
目

４
月
５
日
（
日
）

２
回
目

４
月

日
（
日
）

12

い
ず
れ
も

時
～

時

13

16

◆
場
所

メ
イ
ン
マ
ス
ト
付
近

◆
控
室

第
一
及
び
第
三
研
修
室

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
に
つ
い
て

恒
例
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
を
左
記
の
と

お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

第
１
回
の
総
帆
展
帆
に
向
け
て
、
今
年
度
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意
気
を
大
い
に
盛
り
上
げ
、

活
気
あ
る
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
メ
ン
バ
ー
の
紹
介
も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
多
忙
中
と
は
思
い
ま
す
が
、
多
数
の
ご
出
席

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

記

◆
日
時

４
月

日
（
土
）

18時

分
～

時

分

18

30

20

30

◆
場
所

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
高
岡

４
階

鳳
凰
の
間

電
話

０
７
６
６

（
２
６
）
１
１
１
１

③
海
王
丸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
世
の
中
で
普
及
さ
れ
、

一
般
庶
民
も
気
軽
に
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
海
王
丸
も
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

歴
史
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
あ
り
、
海
王
丸

グ
ッ
ズ
が
当
た
る
宝
探
し
ゲ
ー
ム
あ
り
と
内
容

は
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ア
ド
レ
ス
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.hitw

ave.or.jp/kaiw
om

aru/

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
や
っ
て
お
ら
れ
る
皆
様

方
、
是
非
一
度
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
下
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

④
新
郵
便
番
号
の
調
査
に
つ
い
て

前
号
で
も
ご
案
内
し
ま
し
た
が
、
新
郵
便
番

号
の
変
更
が
ま
だ
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
お
手

数
で
す
が
別
添
え
の
は
が
き
に
よ
り
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑤
『
海
星
』
及
び
『
あ
こ
が
れ
』
で
の
セ
イ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

帆
船
『
海
星
』
及
び
帆
船
『
あ
こ
が
れ
』
に

よ
る
セ
イ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
、
興
味

の
あ
る
方
は
市
川
ま
で
お
訪
ね
下
さ
い
。

チ
ョ
ッ
サ
ー
の
豆
知
識

『
遭
難
と
救
助
』

上
映
中
の
映
画
「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
」
を
ご
覧

に
な
り
、
涙
を
流
さ
れ
た
方
も
多
い
か
と
思
い

ま
す
。
小
生
も
そ
の
一
人
で
し
た
。

今
回
は
、
船
の
遭
難
と
救
助
に
つ
い
て
、
お

話
し
ま
す
。
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
と
お
り
、
船
の

遭
難
信
号
は
モ
ー
ル
ス
符
号
で
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
で

す
。
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
は
世
界
で
遭
難
信
号
が

統
一
さ
れ
て
か
ら
最
初
に
遭
難
信
号
を
打
電
し

た
船
で
し
た
。「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
の
由
来
は
、「Saveour

ship

」
の
略
で
あ
る
と
か
、
モ
ー
ル
ス
信
号
で

「
Ｓ
」
は
短
音
３
つ
「
・
・
・
」
、「
Ｏ
」
は
長

音
３
つ
「

」
の
信
号
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

－
－

－

一
番
聞
き
取
り
易
い
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
と
か

の
説
が
あ
り
ま
す
。

無
線
電
信
の
時
代
は
、
こ
の
モ
ー
ル
ス
信
号

に
よ
り
遭
難
を
他
船
に
知
ら
せ
て
い
た
の
で
す

が
、
無
線
電
話
が
普
及
し
て
か
ら
は
「
メ
ー
デ

ー
」
と
い
う
言
葉
の
信
号
も
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
現
代
の
通
信
方
法
と
言
い
ま
す
と
、

こ
れ
ま
で
の
無
線
通
信
に
加
え
て
、
衛
星
通
信

が
一
般
的
に
な
り
遭
難
通
信
方
法
も
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
の
沈
没
以
来
、

海
上
に
お
け
る
人
命
安
全
の
条
約
「SO

LA
S

条

約
」
が
ほ
と
ん
ど
の
国
で
締
結
さ
れ
、
今
日
で

は
衛
星
通
信
の
遭
難
通
信
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
す

る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
、
外
国
航
路
を
航
行
す
る
船
に

は
、
「
非
常
用
位
置
指
示
無
線
標
識
」
と
い
う

小
さ
な
ブ
イ
を
搭
載
し
、
沈
没
す
れ
ば
、
自
動

的
に
海
面
に
浮
上
し
、
衛
星
に
電
波
を
発
し
ま

す
。
遭
難
信
号
を
受
信
し
た
衛
星
は
、
日
本
近

海
の
場
合
、
海
上
保
安
庁
に
そ
の
内
容
を
送
り
、

陸
上
か
ら
沈
没
地
点
を
割
り
出
し
、
救
助
に
向

か
う
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

沈
没
の
際
に
時
間
的
余
裕
が
な
く
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」

を
打
電
で
き
な
く
て
も
自
動
的
に
救
助
に
向
か

う
こ
と
が
で
き
る
画
期
的
な
シ
ス
テ
ム
な
の
で

す
。
ま
た
、
太
平
洋
の
真
ん
中
で
遭
難
し
た
場

合
、
陸
上
か
ら
救
助
に
向
か
う
時
間
が
か
か
る

た
め
、
迅
速
に
救
助
で
き
る
よ
う
「
位
置
通
報

制
度
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

太
平
洋
の
場
合
、
西
半
分
は
海
上
保
安
庁
が
、

東
半
分
は
ア
メ
リ
カ
の
「
コ
ー
ス
ト
ガ
ー
ド
」

が
太
平
洋
上
の
全
船
舶
の
位
置
を
把
握
し
、
遭

難
の
場
合
、
近
く
に
い
る
船
に
救
助
を
要
請
し

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
我
々
も
太
平
洋
を
航
行

す
る
時
は
、
毎
日
定
時
に
自
船
の
位
置
を
陸
上

に
通
報
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の

様
な
シ
ス
テ
ム
は
、
太
平
洋
だ
け
で
な
く
全
世

界
の
海
域
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
の
遭
難
以
来
、
遭
難
通
信

方
法
は
か
な
り
の
進
歩
を
遂
げ
ま
し
た
が
、
こ

の
シ
ス
テ
ム
の
お
世
話
に
は
な
り
た
く
な
い
も

の
で
す
ね
。

あ
と
が
き

日
一
日
と
暖
か
く
な
り
、
パ
ー
ク
内
の
木
々

も
新
し
い
芽
を
脹
ら
ま
せ
て
き
ま
し
た
。
学
校

が
休
み
に
な
り
、
訪
れ
る
人
々
の
姿
も
多
く
な

っ
て
い
ま
す
が
、
皆
様
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

一
般
公
開
再
開
を
祝
し
開
催
し
た
餅
つ
き
大

会
に
は
、
多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ご
協
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
つ
に

な
く
お
疲
れ
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
が
本
当
に
皆
様
の
活

躍
の
時
期
と
な
り
ま
す
。
冬
の
間
に
蓄
え
た
力

を
存
分
に
発
揮
し
て
、
海
王
丸
の
新
し
い
ス
タ

ー
ト
の
原
動
力
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｙ

ＫＡＩＷＯ ＭＡＲＵ

舵輪


